
 

発
生
確
率
０
％
で
大
地
震 

９
月
６
日
午
前
３
時
過
、
最

大
深
度
７
と
い
う
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
が
発
生
。
道
が
１
６

日
現
在
ま
と
め
た
被
害
状
況
の

集
計
に
よ
る
と
、
死
者
４
１
名
、

重
傷
者
１
０
名
、
建
物
被
害
は

い
ま
も
確
認
中
で
す
が
、
住
宅

被
害
は
全
壊
１
２
９
棟
、
半
壊

１
９
２
棟
。
非
住
宅
被
害
も
１

０
０
棟
を
は
る
か
に
超
え
て
い

ま
す
。 

 

政
府
の
地
震
調
査
研
究
推
進

本
部
は
、
「
石
狩
東
部
縁
断
層

帯
」
の
３
０
年
以
内
地
震
発
生

確
率
は
、
ほ
ぼ
０
％
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
だ
か
ら
な
の
か
、

地
震
本
部
は
今
回
の
「
逆
断
層
」

地
震
は
、
こ
の
断
層
帯
（
活
断

層
）
の
地
震
と
関
連
は
な
い
と

発
表
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

今
年
も
日
本
列
島
は
、「
想
定
外
」
と
い
わ
れ
る
大
災
害
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。 

災
害
に
み
ま
わ
れ
た
地
域
の
人
た
ち
の
生
業
（
な
り
わ
い
）
の
再
建
、
そ
し
て
何
よ
り
も
日
常
の
く
ら
し
を
取

り
戻
す
こ
と
の
困
難
さ
は
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
何
処
で
何
が
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
大
災
害
を
考
え
た
時
、
そ
も
そ
も
の
「
国
の
あ
り
方
」
が
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
、
つ
く
づ
く
実
感

さ
せ
ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
少
し
考
え
て
み
ま
し
た
。 

 
 

 

空
前
の
西
日
本
豪
雨 

 

ま
た
、
８
月
発
生
し
た
西
日
本
豪

雨
は
、
平
成
に
入
っ
て
最
悪
の
状
況 

と
な
り
ま
し
た
。
死
者
２
２
７
名 

 

大規模停電の原因となった厚真火力 

（しんぶん「赤旗」の写真） 

 

さ
ら
に
、
厚
真
火
力
発
電
が
被
害 

を
受
け
て
全
道
的
な
大
規
模
停
電
（ 

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）
が
起
き
て
、
日 

常
生
活
、
地
域
の
経
済
活
動
に
甚 

大
な
影
響
が
で
ま
し
た
。 

（
行
方
不
明
者
が
今
も
）、
床
上
・
床

下
浸
水
３
４
、
８
６
９
棟
な
ど
想
像

を
絶
す
る
大
災
害
で
す
。 

 
毎
年
相
次
ぐ
重
大
災
害 

大
豪
雨
は
、
昨
年
も
北
九
州
を
襲

い
ま
し
た
。
そ
の
前
年
に
は
、
熊
本

地
震
、
北
海
道
も
８
月
の
台
風
が
全

道
を
襲
撃
、
日
勝
峠
の
通
行
止
め
は
、

１
年
以
上
も
続
き
ま
し
た
。
こ
の
台

風
に
よ
る
農
漁
業
被
害
も
甚
大
な
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

今
年
の
冬
に
は
積
雪
が
少
な
い
太

平
洋
の
西
側
で
大
雪
が
積
も
り
、
農

業
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
も
大
き
な

被
害
が
発
生
し
た
の
も
私
た
ち
の
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。 

 

大
地
震
が
何
処
で
い
つ
起
き
る
の

か
、
本
当
に
科
学
的
に
予
測
す
る
の

は
可
能
な
の
か
と
疑
問
視
す
る
科
学

者
や
研
究
者
も
い
ま
す
。 
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ま
た
、
火
山
学
者
・研
究
者
も
日

本
列
島
の
活
火
山
の
噴
火
予
想
は

極
め
て
難
し
い
と
さ
れ
、
よ
り
正

確
な
予
測
の
た
め
に
は
、
膨
大
な

予
算
も
必
要
と
も
言
わ
れ
て
い
い

ま
す
。 

 

加
え
て
、
昨
今
の
地
球
温
暖
化
。

大
豪
雨
、
強
大
台
風
に
よ
る
猛
烈

な
強
風
や
豪
雨
、竜
巻
、真
夏
の
降

雹
等
々
。
さ
ら
に
今
年
の
夏
に
は

「
災
害
」
と
も
い
え
る
死
者
ま
で
だ

し
た
「
猛
暑
」
も
。 

 

「
国
を
守
る
」
と
い
う
事
は
？ 

 

い
ま
「
国
を
守
る
」
と
い
う
事
を

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

人
間
の
知
恵
と
力
だ
け
で
ど
う

に
も
出
来
な
い
「
自
然
の
驚
異
」
。

こ
れ
に
人
間
が
ど
う
対
応
で
き
る

の
か
。
そ
ん
な
と
き
に
、
北
朝
鮮
、

中
国
の
「
脅
威
論
」
を
異
常
に
あ
お

り
、
１
基
数
千
億
円
の
「
弾
道
ミ
サ

イ
ル
」
「
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ
ア
（陸
上

配
備
型
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
）
」
の
配
備

等
々
。
留
ま
る
こ
と
の
な
い
軍
拡

予
算
は
来
年
度
も
。 

相
次
ぐ
重
大
災
害
に
こ
れ
ま
で

の
国
の
「
制
度
」
や
従
来
対
応
で
本

当
に
「
国
が
守
れ
る
の
か
」。 

「
国
を
守
る
」
と
い
う
こ
と
は
、

何
を
守
る
こ
と
な
の
か
。
私
た
ち

は
、
よ
っ
ぽ
ど
性
根
を
据
え
て
、
い

ま
何
が
必
要
か
、人
間
に
と
っ
て
何

が
大
事
な
の
か
考
え
た
い
も
の
で

す
。 

神
忠
志
の
勝
手
気
ま
ま

な
料
理
教
室
４ 

  

「
北
広
」
に
住
む
娘
夫
婦

の
所
は
と
も
働
き
家
庭
。
忙

し
い
の
で
娘
は
簡
単
で
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
「
豚
し

ゃ
ぶ
サ
ラ
ダ
」
を
よ
く
出
し

ま
す
。
今
日
は
こ
れ
を
紹
介

（
た
だ
し
私
流
に
ア
レ
ン

ジ
） 

豚
し
ゃ
ぶ
サ
ラ
ダ
レ
シ
ピ 

  

ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
で
一
般

的
に
分
か
っ
て
い
た
が
、
行

政
へ
の
情
報
は
い
つ
も
な
ら

か
な
り
正
確
な
の
で
、
直
接

「
対
策
本
部
」
を
訪
問
。
が
、

市
役
所
で
も
ラ
ジ
オ
以
外

の
情
報
が
な
い
と
の
こ
と
。

カ
ー
ナ
ビ
の
テ
レ
ビ
で
情

報
収
集
。
経
産
大
臣
が
「
数

時
で
停
電
解
消
」
と
。 

し
か
し
、
厚
真
火
力
に
損

傷
あ
れ
ば
か
な
り
の
長
期

停
電
を
と
覚
悟
。
こ
の
日
は

一
人
暮
ら
し
、
病
弱
の
人 

長
い
停
電
の
間
ど
う
過
ご
し
ま
し
た
か
？ 

 

私
が
一
度
目
を
覚
ま
し
た
の
は
、
あ
の
日
の
朝
４
時
頃
。
い
つ
も

わ
が
愛
猫
が
外
に
出
せ
と
い
う
時
間
。
ま
だ
暗
く
全
市
的
な
停
電

と
判
断
。
室
内
の
マ
メ
電
球
代
わ
り
に
外
か
ら
庭
の
小
さ
な
太
陽

光
パ
ネ
ル
で
明
り
取
り
。
し
か
し
、
５
時
を
過
ぎ
て
も
回
復
せ
ず
、

ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
で
大
地
震
を
知
る
。 

朝
６
時
過
ぎ
に
市
役
所
へ 

 

量
は
全
く
適
当
で
す
。 

① 

キ
ャ
ベ
ツ
千
切
、
玉
ね
ぎ

ス
ラ
イ
ス
、モ
ヤ
シ
、
ピ
ー
マ
ン

千
切
等
こ
の
順
序
で
食
器
の
下

か
ら
重
ね
る 

② 

豚
肉
小

間
切
れ
を
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
・湯

通
し 

③ 

①
の
上
に
冷
や

し
た
②
を 

③ 

肉
の
回
り
に

ト
マ
ト
を
適
当
に
切
り
添
え
る 

④ 

錦
糸
卵
を
肉
の
上
に
乗

せ 

⑤ 

私
ゆ
ず
ポ
ン
酢
、
妻

は
玉
ネ
ギ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で 

た
ち
を
数
十
軒
訪
問
。
翌
日

も
。
初
日
は
、
向
か
い
の
若
夫

婦
の
好
意
に
よ
る
ラ
ン
タ
ン

で
夜
を
過
ご
す
。
夜
の
星
空
が

オ
ー
ロ
ラ
の
よ
う
に
。
翌
日
、

妻
の
体
調
が
悪
く
肩
等
に
痛

み
が
あ
る
の
で
１
日
早
く
通

電
し
た
従
姉
妹
の
家
で
入
浴
、

少
し
妻
の
体
調
も
回
復
。
冷
蔵

庫
の
食
べ
物
処
理
、
屋
根
裏
部

屋
で
「
防
災
セ
ッ
ト
」
を
発
見
。

ラ
ン
タ
ン
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
、

ス
マ
ホ
充
電
器
も
、
忘
れ
て
い

て
お
粗
末
な
顛
末
記
で
し
た
。 

 


